
 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 
令和３年度 １月号 

氷見市学校給食センター 

 ◇毎月１９日は、「食育の日」です。家族そろって、いただきますをしましょう。 

学校給食の歴史は、明治２２年、山形県鶴岡市の忠愛（ちゅうあい）小学校

で、お弁当を持ってくることのできない児童を対象に、昼食（おにぎり・焼き魚・

漬け物）を出したのが始まりです。その後、給食は全国に広まりましたが、第二

次世界大戦が激しくなると給食は中止になり、食べるものが不足したため、たく

さんの子どもたちが苦しみました。戦後も食糧難は続き、子どもの栄養不足が心

配されました。「ララ（アジア救済団体）」から脱脂粉乳が寄贈されると、昭和２

１（１９４６）年１２月２４日から東京、神奈川、千葉で学校給食が再び始まり、こ

の日が給食記念日となりました。ただし１２月２４日が冬休みに入るため、１ヵ月

後の１月２４日からの１週間を「全国学校給食週間」としたのです 
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鶴岡市のお寺「大督寺」 

 

 忠愛小学校は、大督寺の

境内にありました。このお

寺のお坊さんが、一軒一軒

お経を唱えながら民家を

回り、お米やお金をいただ

き、弁当を持ってこられな

い子どもたちに昼食を作

りました。 

大督寺敷地内にある 

「学校給食発祥の地」の記念碑 

明けましておめでとうございます。 

今年も、食を通して学びを深める、おいしい給食をめ

ざしています。。 

今月末は、「全国学校給食週間」です。氷見市と交流

のある都市を知り、その都市の「食」を体験します。 


